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1 福祉 50歳代 介助食べの大切さ。
機能を確保することが重要なこと。

食形態の評価

嚥下の評価の難しさを再確
認しました。
成長に応じた嚥下機能があ
ることを初めて知りまし
た。（乳期嚥下と成人嚥
下）

2 医療 60歳代 咀嚼の基礎を学ぶことが出来ました。 準備他ご苦労さまでした。

3 公衆衛生 40歳代

市町村で乳幼児健診で離乳食指導していま
す。
介助食べの必要性や、口唇開鎖の大切さがよ
くわかりました。

特に離乳食指導に生かしていきたいで
す。

4 福祉 50歳代

日頃あたり前にやっている咀嚼・嚥下の機能
をあらためて体感することの大切さ。
そしてその機能が自然に出来ない子への支援
のポイントを正確に知ることの大切さ。

ミールラウンドをした際に口びるの動
きをよく見守るようにしたい
機能の発達と退化について学びを深め
るきっかけとしたい。

平野レミさんのように明る
くテンポよく講議いただけ
て楽しく学ぶことが多くあ
りました。
本当にありがとうございま
した。

5 学校健康 60歳代以上

咀嚼と嚥下にはベロの動きが大切であるとい
うこと。
食べるのも運動で感覚を入力しているから運
動が出てくる。
食べることの感触を感じさせ、食べる感覚を
入力することが大切ということ。

6 学校健康 60歳代以上

食べる時の口の中のしくみ、くちびる、ベ
ロ、咽頭などの機能を体験的に学ぶことがで
きた。
適切な時期の介助食べをすることが大切。
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7 学校健康 50歳代

自分の口の中の機能をものすごく意識した。
何気なく噛んでいることが、体の機能の連動
であることに感動した。「よく噛もう」の言
葉がけだけでは不十分な場合があることがわ
かった。噛むことを獲得しているかを確認し
たうえで、その子に合った支援をすることが
食べる喜びにつながることを学ぶことができ
た。

学校栄養士仲間で「噛む」ことを学び
あい、子どもたちにその素晴らしさを
実感してもらえるような支援の在り方
を目指したい。
教職員に「噛む」ことの根本を問題提
起できればよいと思う。

下元先生には今後もいろい
ろと教わりたいと願う。


